
岡山県赤磐市議会だより　第57号 　（4）発行／令和元年５月31日　編集／赤磐市議会広報編集特別委員会　所在地／〒709-0898 岡山県赤磐市下市344番地　TEL(086)955-2945　FAX(086)955-5348

市議会の会議録がインターネットでも閲覧できます。ご利用ください。
   アドレス  　http://www.kaigiroku.net/kensaku/akaiwa/akaiwa.html（※赤磐市のホームページからもアクセスできます）

市議会だより市議会だより赤磐赤磐 第57号平成31年４月臨時会

４月臨時会のあらまし
議会の構成が変わりました
４月臨時会のあらまし
議会の構成が変わりました

･･････････  2Ｐ
･･･  3Ｐ

･･････････  2Ｐ
･･･  3Ｐ
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（3） 　岡山県赤磐市議会だより　第57号 岡山県赤磐市議会だより　第57号 　（2）

４月臨時会のあらまし

議案審議

４
月
臨
時
会
を
４
月
24
日
か
ら
25
日
ま
で
、
２
日
間
の

会
期
で
開
催
し
た
。

議
長
・
副
議
長
の
選
出
を
行
っ
た
。

ま
た
、
承
認
案
件
５
件
を
承
認
、
人
事
案
件
１
件
を
同

意
し
た
。

４月臨時会の
あらまし

税
条
例

　
条
例
の
改
正
で
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
説
明
を
。

　
主
な
改
正
点
は
、
①
消

費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

需
要
変
動
の
平
準
化
を
図
る

た
め
、
新
た
に
導
入
さ
れ
る

軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割

の
税
率
を
軽
自
動
車
取
得
時

の
負
担
感
を
緩
和
す
る
た
め

に
平
成
31
年
（
令
和
元
年
）

10
月
１
日
か
ら
平
成
32
年

（
令
和
２
年
）
９
月
30
日
ま

で
に
取
得
し
た
車
に
つ
い

て
、
環
境
性
能
割
の
１
％
を

軽
減
す
る
。
ま
た
、
住
宅

ロ
ー
ン
の
控
除
制
度
の
拡
充

と
し
て
、
従
来
は
所
得
税
か

ら
の
控
除
で
10
年
間
で
あ
っ

条
例
改
正

た
が
、期
間
を
３
年
延
長
し
、

な
お
か
つ
控
除
し
き
れ
な
い

金
額
に
つ
い
て
は
、
個
人
住

民
税
か
ら
控
除
す
る
。

②
車
体
課
税
の
見
直
し
と
し

て
、
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
適

応
対
象
を
電
気
自
動
車
等
に

限
定
す
る
と
と
も
に
、制
度
を

２
年
延
長
し
た
上
で
平
成
33

年（
令
和
３
年
）４
月
１
日
以

後
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け

た
自
家
用
車
か
ら
適
用
す
る
。

③
ふ
る
さ
と
納
税
の
見
直
し

と
し
て
、
寄
付
金
の
募
集
を

適
正
に
実
施
す
る
地
方
公
共

団
体
で
、
地
場
産
品
に
限
り

返
礼
割
合
が
３
割
以
下
の
基

準
に
適
合
す
る
地
方
公
共
団

体
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象

と
し
て
指
定
す
る
。

④
子
ど
も
の
貧
困
に
対
応
す

る
た
め
の
個
人
住
民
税
の
非

課
税
措
置
の
導
入
で
、
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
て
、
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
１
３
５
万
円
以
下
の
ひ

と
り
親
に
対
し
て
、
個
人
住

民
税
を
非
課
税
と
す
る
措
置

を
講
ず
る
。平
成
33
年
度（
令

和
３
年
度
）
分
の
個
人
住
民

税
か
ら
対
象
と
な
る
。

対
し
て
若
干
の
配
慮
が
さ
れ

て
い
る
仕
組
み
に
す
る
こ
と

を
国
は
考
え
て
お
り
、地
方
も

国
に
合
わ
せ
て
改
正
を
行
う
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

国
保
税
は
上
が
る
の

か
、
下
が
る
の
か
。
ま
た
、

今
回
の
提
案
は
結
果
と
し
て
、

少
し
で
も
下
げ
る
た
め
の
努

力
と
し
て
の
改
正
な
の
か
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
低

所
得
者
の
軽
減
措
置
の
拡
充

を
行
っ
て
い
る
。
国
保
の
安

定
的
維
持
と
い
う
こ
と
で
、

高
所
得
者
に
さ
ら
な
る
負
担

を
求
め
る
と
い
う
制
度
で
あ

る
。
高
所
得
者
に
対
す
る
負

担
が
増
え
る
分
、低
所
得
者
に

対
す
る
軽
減
措
置
を
拡
充
し
、

さ
ら
に
、
中
間
所
得
者
層
に

介
護
保
険
条
例

　
今
回
の
条
例
改
正
で
介

護
保
険
料
が
今
後
ど
う
い
う

推
移
に
な
る
の
か
。

　
65
歳
以
上
の
第
１
号
被

保
険
者
は
１
万
４
３
２
７
人

と
予
測
を
し
て
い
る
。
こ
の

う
ち
、
第
１
段
階
が
１
５
６

２
人
、
第
２
段
階
が
１
３
９

０
人
、
第
３
段
階
が
１
３
１

９
人
で
、
こ
こ
ま
で
の
人
が

軽
減
の
対
象
と
な
る
。

　
金
額
は
年
額
で
、
第
１
段

階
が
今
の
減
額
３
５
０
０
円

に
５
３
０
０
円
を
加
え
た
８

８
０
０
円
、
第
２
段
階
が
８

８
０
０
円
、
第
３
段
階
が
１

７
０
０
円
の
減
額
を
見
込
ん

で
い
る
。

平成31年４月第２回赤磐市議会臨時会審議結果

議案番号 案                件 議決結果
永
徳
省
二

大
森
進
次

佐
藤　
武

佐
々
木
雄
司

光
成
良
充

保
田　
守

大
口
浩
志

治
徳
義
明

原
田
素
代

行
本
恭
庸

松
田　
勲

北
川
勝
義

福
木
京
子

佐
藤
武
文

岡
崎
達
義

下
山
哲
司

実
盛
祥
五

金
谷
文
則

承認第１号

専決処分の承認を求めるこ
とについて
　�赤磐市税条例等の一部を

改正する条例

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ―

○＝賛成　●＝不賛成
※金谷文則議長は地方自治法第116条第２項の規定により議決に加わることができません。

議案番号 案                件 議決結果

同意第５号 赤磐市監査委員の選任に関し同意を求めることについて 同意

承認第２号
専決処分の承認を求めることについて
　�赤磐市過疎地域の公示に伴う固定資産税の特

例に関する条例の一部を改正する条例
承認

承認第３号 専決処分の承認を求めることについて
　�赤磐市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 承認

人
事
案
件

人
事
案
件

人
事
案
件

監
査
委
員

松
田
　
　
勲
（
59
才
）

�

（
桜
が
丘
西
４
丁
目
）

次
の
と
お
り
同
意
と
し
た
。

※下記に記載する議案については、全会一致で可決しています。

議案番号 案                件 議決結果

承認第４号 専決処分の承認を求めることについて
　�赤磐市介護保険条例の一部を改正する条例 承認

承認第５号
専決処分の承認を求めることについて
　�平成30年度東備農業共済事務組合農業共済事

業特別会計補正予算（第4号）
承認
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新しい議会の構成

委
員

　
永
徳
　
省
二

委
員

　
大
森
　
進
次

委
員

　
治
徳
　
義
明

委
員

　
大
口
　
浩
志

委
員

　
松
田
　
　
勲

委
員

　
行
本
　
恭
庸

委
員

　
下
山
　
哲
司

委
員

　
福
木
　
京
子

委
員

　
佐
藤
　
武
文

委
員

　
実
盛
　
祥
五

委
員

　
岡
崎
　
達
義

委
員

　
金
谷
　
文
則

副
委
員
長

　
佐
藤
　
　
武

副
委
員
長

　
原
田
　
素
代

副
委
員
長

　
保
田
　
　
守

委
員
長

　
北
川
　
勝
義

委
員
長

　
光
成
　
良
充

委
員
長

　
佐
々
木
雄
司

産業建設常任委員会

厚生常任委員会

総務文教常任委員会

議長：金谷　文則 副議長：岡崎　達義

　４月24日、25日に行われた臨時会で、議長・副議長の選挙を行いました。
　また、常任委員会や特別委員会の構成が変わりました。



岡山県赤磐市議会だより　第57号 　（4）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

編
集
後
記

　
多
く
の
議
員
の
後
押
し
を

い
た
だ
き
、
３
回
目
の
議
長

就
任
と
な
り
ま
し
た
。
議
会

の
ま
と
め
役
と
し
て
、
そ
の

重
責
に
し
っ
か
り
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
心
血
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。

　
世
間
で
は
、
議
員
の
資
質

を
問
わ
れ
る
報
道
が
度
々
さ

れ
て
お
り
、
市
民
の
代
表
と

し
て
の
誇
り
と
責
任
を
一
層

痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
議
員
の
な
り
手
不

足
や
開
か
れ
た
議
会
へ
の
試

み
な
ど
、
多
く
の
課
題
も
抱

え
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、
開
か
れ
た

議
会
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、

本
会
議
だ
け
で
な
く
会
期
中

の
常
任
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
予
算
・
決
算
の

審
査
に
お
い
て
、
議
会
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
高
め
、
全

議
員
が
責
任
を
持
ち
、
関

わ
っ
て
い
く
よ
う
、
予
算
・

決
算
の
委
員
会
の
設
置
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
の
防
災
計
画

の
中
に
関
わ
り
が
明
確
に
さ

れ
て
い
な
い
議
員
の
役
割
に

つ
い
て
も
、
積
極
的
に
参
加

で
き
る
よ
う
、
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
議
会
改
革
検
討

委
員
会
に
お
い
て
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
経
費
削

減
や
情
報
共
有
な
ど
に
取
り

組
む
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　
車
の
両
輪
と
例
え
ら
れ
る

執
行
部
と
議
会
。
市
議
会
と

し
て
そ
の
責
任
を
果
た
す
べ

く
、
講
師
を
招
い
て
の
勉
強

会
や
視
察
を
重
ね
、
負
託
に

応
え
ら
れ
る
議
会
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
議
会
に
対

し
、
ご
理
解
ご
支
援
ご
協
力

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

議　
長

�

金
谷 

文
則

議
長
あ
い
さ
つ

議会運営委員会
役 職 名 議 員 氏 名

委 員 長 下山　哲司

副委員長 福木　京子

委　　員 岡崎　達義

〃 北川　勝義

〃 保田　　守

〃 光成　良充

〃 佐々木雄司

議会改革検討委員会
役 職 名 議 員 氏 名

委 員 長 実盛　祥五

副委員長 光成　良充

※議長を除く全議員17名で構成

議会基本条例特別委員会
役 職 名 議 員 氏 名

委 員 長 原田　素代

副委員長 下山　哲司

委　　員 実盛　祥五

〃 岡崎　達義

〃 福木　京子

〃 保田　　守

〃 佐々木雄司

議会広報編集特別委員会
役 職 名 議 員 氏 名

委 員 長 光成　良充

副委員長 大森　進次

委　　員 岡崎　達義

〃 保田　　守

〃 佐々木雄司

〃 佐藤　　武

〃 永徳　省二

　
平
成
か
ら
令
和
に
元
号

が
変
わ
っ
て
第
１
号
の
議

会
広
報
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
副
議
長
と

常
任
委
員
会
等
の
構
成
が

若
干
変
わ
り
、
議
会
広
報

編
集
特
別
委
員
も
２
名
が

入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。

　
今
号
は
４
月
に
開
か
れ

た
臨
時
会
の
内
容
と
、
各

委
員
会
等
の
構
成
が
主
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
号
か
ら
が
本
格
的
な

議
会
の
論
戦
の
掲
載
と
な

り
ま
す
が
、
私
た
ち
委
員

も
市
民
の
皆
様
に
興
味
を

持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
鋭
意
努
力
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
向
後
２
年
間
広
報
の
編

集
作
業
を
温
か
く
見
守
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も

に
、
ご
指
導
ご
教
示
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

委
員
長

光
成　
良
充

副
委
員
長

大
森　
進
次

委

員

岡
崎　
達
義

委

員

保
田　
　
守

委

員

佐
々
木
雄
司

委

員

佐
藤　
　
武

委

員

永
徳　
省
二

表紙のひとこと
国指定文化財（史跡）
　赤磐市には、国指定文化財が４つあり、３つが史跡、１つが工芸品です。
　表紙は、史跡の写真です。
　一番上の写真が、備前国分寺跡、左の写真が、両宮山古墳、右の写真が、熊山遺跡です。
　工芸品は備

び
前
ぜん

四
し

耳
じ

大
おお

壺
つぼ

で、現在、岡山県立博物館に寄託されています。
　文化財は、長い歴史の中で先人たちによって育まれ、今日まで伝えられています。
　赤磐市にはたくさんの文化財がありますので、ぜひ見に行ってみてください。
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